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豊かな自然 歴史と文化に彩られた 果樹園交流のまち 甲州市
N o .171

１月７日の新春かるた大会に向けて練習中！
「甲州市ふるさとかるた」で地域を学びながら、
元気よく札を取り合いました。

（１２月下旬　赤尾保育園）
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未
来
を
創
出
す
る

令
和
新
時
代
へ

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令和 2 年 1 月 2
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
、
甲
州
市
は
市
制
施
行
15
周
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
は
、

令
和
新
時
代
と
と
も
に
「
更
な
る
飛
躍
」

へ
と
前
進
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
世
界
農
業
遺
産
へ
の
挑

戦
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
関
連
事
業
な
ど
の
施
策
推
進
は
、

農
業
や
観
光
振
興
を
軸
と
し
た
「
持
続

可
能
な
経
済
成
長
」
へ
結
び
付
く
も
の

と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
本
年
は
半
世
紀
ぶ
り
に
日
本

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
、
昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
に
続
い
て
、
世
界
各
国
か

ら
熱
い
視
線
が
日
本
に
集
ま
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
世
界
中
の
人
々
と
の
交
流

の
広
が
り
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、

本
市
に
と
り
ま
し
て
も
観
光
資
源
を
積

極
的
に
ア
ピ
―
ル
す
る
好
機
で
あ
る
と

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
、
甲
州
市
の
自
然
や
歴
史
文

化
を
も
と
に
「
未
来
」
を
創
出
す
る
た

め
の
投
資
こ
そ
が
、
令
和
新
時
代
の
地

域
戦
略
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
市
民
の
皆
様
と
築
い
て
き

た
実
績
に
、
新
た
な
施
策
を
組
み
合
わ

せ
、
本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
な

自
然 

歴
史
と
文
化
に
彩
ら
れ
た 

果
樹

園
交
流
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
市

政
運
営
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

幸
多
き
年
と
な
る
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

塩山桃源郷新緑の竜門峡甲州ぶどうの実り冬の風物詩 ころ柿
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大蔵高丸から望む富士山



令和 2 年 1 月 4

　令和元年甲州市議会１２
月定例会は、１１月２９日
に開会されました。
　本会議の初日に行われた
田辺市長の市政の概要説明

（要約・抜粋）を紹介します。

防
災
・
減
災
施
策
を

積
極
的
に
展
開

　
災
害
へ
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま

し
て
は
、
10
月
12
日
に
、
50
年
に

一
度
と
い
う
大
型
で
猛
烈
な
台
風

19
号
が
本
土
に
上
陸
し
、
県
内
初

の
大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
。
本
市
で
は
特
別
警
報
発
令

前
に
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
市
内
各
地
に
避
難

所
を
開
設
し
、
約
５
０
０
名
の

方
々
に
避
難
し
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　
　

　

被
害
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
農
地
の
崩
落
な
ど
19
件
、
ブ

ド
ウ
棚
の
倒
壊
１
件
、
ま
た
、
有

害
鳥
獣
防
護
柵
へ
の
倒
木
の
他
、

道
路
に
お
い
て
は
25
ヵ
所
で
土
砂

崩
れ
が
発
生
。
河
川
に
お
い
て
は
、

土
砂
の
堆
積
に
よ
り
水
路
へ
の
水

の
取
り
入
れ
が
出
来
な
く
な
る
な

ど
、
多
数
の
被
害
が
発
生
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
、
復
旧
に
つ
い
て

国
、
県
と
連
携
を
図
る
中
で
迅
速

か
つ
的
確
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
な
お
、
交
通
網
が
一
時
遮
断
さ

れ
、
東
京
方
面
へ
の
通
勤
・
通
学

が
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
市
で
は
、
県
と
連
携
し
、
通

学
が
困
難
な
市
内
学
生
を
対
象
に

宿
泊
費
の
一
部
補
助
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
友
好
都
市
で
あ
る
千
葉

県
富
津
市
に
対
し
ま
し
て
、
職
員

の
派
遣
協
力
や
、
市
民
の
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
金
を
送
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
本
年
の
台
風
等
の
災

害
に
よ
る
復
興
は
ま
だ
ま
だ
進
ん

で
い
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
、
並

び
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に

は
、
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
一
日
も
早
い

復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
災
害
で
は
、
消
防
団
を

始
め
、
自
主
防
災
会
な
ど
関
係
各

位
並
び
に
市
民
の
皆
様
の
冷
静
な

対
応
と
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

近
年
の
気
候
変
動
や
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
切
迫
性
が
指
摘
さ
れ
る

中
、
本
市
に
お
い
て
も
、
大
規
模

災
害
は
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、

防
災
・
減
災
に
資
す
る
施
策
を
積

極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
河
川
・
水
路
の
改
修
を

は
じ
め
、
引
き
続
き
、
県
と
連
携

し
た
治
水
、
砂
防
事
業
を
推
進
し
、

甲州市議会 12 月定例会
市政の概要 要約・抜粋
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PICKUP
世界農業遺産セミナーを開催
　甲州・山梨・笛吹の３市と山梨県で構成する
峡東地域世界農業遺産推進協議会（会長・田辺
市長）は、１１月１７日、「世界農業遺産セミ
ナー」を開催しました。
　基調講演では、中国科学院地理科学・自然資
源研究所准教授のジャオ・ウェンジュン氏が、
世界農業遺産の意義や認定の先進事例などにつ
いて解説。また、地域自然財産研究所所長の篠
田授樹氏が「峡東地域の生物多様性」をテーマ
に研究発表を行いました。
　多数の関係者に参加いただく中で、さらなる
機運の醸成を図るとともに、世界農業遺産への
理解を深めていただきました。
　「峡東地域の扇状地に適応した果樹農業シス
テム」について、今後、英訳版申請書類の審査
の後、現地調査が実施されますが、関係機関と
一体となり、引き続き、認定に向けた取り組み
を進めていきます。
※世界農業遺産は、世界的に重要かつ伝統的な農林水産業

を営む地域（農林水産業システム）を、国連食糧農業機
関（ＦＡＯ）が認定する制度です。

令和元年甲州市議会
12 月定例会 市政の概要

ジャオ・ウェンジュン氏による基調講演

果物が彩る四季折々の景観

災
害
時
の
物
資
輸
送
や
、
緊
急
車

両
の
通
行
確
保
の
た
め
、
幹
線
道

路
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。豚

コ
レ
ラ
へ
の
対
応

県
と
連
携
し
注
視

　
Ｃ
Ｓ
Ｆ
、
い
わ
ゆ
る
豚
コ
レ
ラ

へ
の
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県

に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ

れ
、
市
内
養
豚
場
に
お
い
て
は
、

既
に
接
種
が
終
了
し
て
お
り
ま
す

が
、
接
種
後
に
も
発
生
の
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

県
と
連
携
を
取
り
注
視
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
、
万
一
の
発
生
に
備
え
、

庁
内
の
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま

す
。国

保
税
の
算
定
方
式

資
産
割
を
除
く
３
方
式
へ

　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
県
が
国

民
健
康
保
険
の
運
営
主
体
と
な

り
、
算
定
方
式
の
平
準
化
を
図
る

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
４
方
式
で

の
算
定
か
ら
資
産
割
を
除
く
、
所

得
割
・
均
等
割
及
び
平
等
割
に
よ

る
３
方
式
と
す
る
方
針
が
打
ち
出

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
検
討
、
協
議
の
結
果
、

運
営
協
議
会
か
ら
答
申
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
本
定
例
会
に
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
を
上
程
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
審
議
の

上
ご
議
決
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
拡
充

　
福
祉
施
策
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
昨
今
、
80
代
の
親
と
50
代

の
子
を
意
味
す
る
８
０
５
０
問
題

を
は
じ
め
と
す
る
「
ひ
き
こ
も
り
」

や
、
児
童
虐
待
、
配
偶
者
間
暴
力
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
複
合
、
複

雑
化
し
た
問
題
が
多
く
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
早
期
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現

在
、
障
害
者
支
援
を
中
心
に
行
っ

て
い
る
「
甲
州
市
福
祉
あ
ん
し
ん

相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
機
能
を
拡
充

し
問
題
解
決
に
あ
た
る
よ
う
、
本

定
例
会
に
甲
州
市
障
害
者
地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
、

及
び
拡
充
に
伴
う
セ
ン
タ
ー
改
修

工
事
費
等
の
補
正
予
算
を
上
程
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご

審
議
の
上
ご
議
決
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ひきこもりや、児童虐待などの問題に早期対応するため、福祉
あんしん相談センターの機能を拡充する

台風１９号における被災状況調査について国土交通省職員から
報告を受ける（１０月１８日）

令和元年甲州市議会
12 月定例会 市政の概要

都
市
計
画
税

令
和
２
年
度
か
ら
課
税
再
開

　

都
市
計
画
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
都
市
基
盤
を
着
実
に
整
備
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
将
来
に

わ
た
っ
て
財
源
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
課
税
区
域
の

見
直
し
を
行
い
、
６
月
定
例
会
に

お
い
て
ご
議
決
い
た
だ
き
、
令
和

２
年
度
か
ら
再
開
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
課
税
に
む
け
た
シ
ス
テ

ム
改
修
や
、
納
税
義
務
者
へ
の
お

知
ら
せ
の
郵
送
準
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
告
知
放

送
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。特

定
空
家
等

判
断
基
準
を
策
定

　
環
境
施
策
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
本
市
で
は
空
家
対
策
を
推

進
し
て
お
り
、
特
定
空
家
対
策
と

し
て
、
甲
州
市
空
家
等
対
策
審
議

会
に
お
い
て
、
そ
の
ま
ま
放
置
す

れ
ば
倒
壊
等
に
よ
り
保
安
上
危
険

な
状
態
や
、
著
し
く
衛
生
上
有
害

と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
な
ど

の
空
家
等
を
、
特
定
空
家
に
該
当

す
る
か
否
か
の
判
断
を
す
る
た
め

に
、「
特
定
空
家
等
判
断
基
準
」
を

策
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
空
家

等
の
状
態
と
周
辺
へ
の
影
響
の
程

度
を
総
合
的
に
判
断
し
、
適
正
な

管
理
に
つ
い
て
助
言・指
導
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
バ
ス
運
行

利
便
性
を
向
上

　
市
民
バ
ス
運
行
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
定
時
定
路
線
の
市
民
バ

ス
に
つ
い
て
、
現
在
８
路
線
を
運

行
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
勝
沼

地
域
循
環
２
路
線
及
び
縦
断
線
は
、

市
所
有
の
３
台
の
バ
ス
に
よ
り
運

行
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の

バ
ス
も
、
更
新
の
時
期
を
経
過
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
事
業
者
を
選
定

す
る
た
め
、
９
月
定
例
会
に
お
い

て
債
務
負
担
行
為
の
ご
議
決
を
い

た
だ
き
、
令
和
２
年
10
月
か
ら
10

年
間
の
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す

る
た
め
の
手
続
き
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
選
定
し
た
事
業
者
か
ら
の
提
案

に
よ
り
市
民
の
皆
様
や
観
光
な
ど

で
本
市
を
訪
れ
る
方
々
の
利
便
性

の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
導
入
や
、
行
先
表
示
が
カ

ラ
ー
と
な
り
利
用
し
や
す
く
な
っ

た
新
し
い
車
両
で
の
運
行
が
行
え

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
安
全
性
の
確
保
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
よ
り
利
便
性
の

高
い
市
民
バ
ス
の
運
行
が
行
え
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

機
運
の
醸
成
を
図
る

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
に
基
本
協

定
を
締
結
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
共

和
国
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
代
表
チ
ー
ム

に
よ
る
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
連
盟
会

長
の
サ
イ
ン
に
よ
り
、
10
月
10
日

付
け
で
実
施
協
定
が
締
結
さ
れ
、

来
年
７
月
に
行
わ
れ
る
事
前
キ
ャ

ン
プ
に
向
け
本
格
的
に
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
21
日
に
は
、
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
中
学

生
応
援
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
フ
ラ

ン
ス
対
ブ
ラ
ジ
ル
の
試
合
観
戦
を

す
る
な
ど
、
機
運
の
醸
成
に
も
努

め
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、本
定
例
会
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
関
連
経
費
と
し
て
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
機
器
の
購
入
経
費
等
に
つ
い

て
、
補
正
予
算
を
上
程
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
審

議
の
上
ご
議
決
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
立
場
に
た
っ
て
、
暮
ら
し
の

相
談
や
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
に
応
じ
て
必
要
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
専
門
機
関
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
紹
介
し
、
行
政
と
の

つ
な
ぎ
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

■
塩
山
地
域

荻
原　
早
苗
（
千
野
上
区
）

雨
宮　
純
子
（
千
野
上
区
）

八
巻　
勇
一
（
千
野
下
区
）

塩
島　
和
美
（
千
野
下
区
）

石
原　
髙
正
（
町
屋
区
）

岡
部　
菊
枝
（
上
東
区
）

鶴
田　
康
子
（
上
東
区
）

市
川
美
喜
子
（
上
西
区
）

雨
宮　
明
治
（
上
西
区
）

中
村　
和
美
（
中
央
区
）

平
山　
　
茂
（
中
央
区
）

矢
崎　
友
規
（
下
中
区
）

石
水
美
津
江
（
下
西
区
）

宿
澤　
幸
子
（
下
西
区
）

内
田　
映
一
（
下
東
区
）

岸
本　
孝
明
（
下
東
区
）

初
鹿
野
ひ
と
み
（
下
於
曽
東
区
）

廣
瀬
田
鶴
野
（
下
於
曽
東
区
）

田
邉
よ
し
子
（
下
於
曽
西
区
）

小
野
田
美
波
（
下
於
曽
西
区
）

白
川
由
美
子
（
赤
尾
区
）

柴
田　
　
栄
（
赤
尾
区
）

手
塚　
満
男
（
上
塩
後
区
）

楠　
　
行
雄
（
上
塩
後
団
地
区
）

中
村　
文
雄
（
下
塩
後
区
）

鈴
木　
君
子
（
下
塩
後
区
）

姉
川
と
し
み
（
下
萩
原
区
）

萩
原　
満
治
（
熊
野
区
）

相
沢　
　
享
（
熊
野
区
）

古
屋　
俊
一
（
花
園
区
）

金
子　
花
美
（
花
園
区
）

保
坂　
和
美
（
北
牛
奥
区
）

斎
藤　
　
修
（
北
牛
奥
区
）

荻
原　
政
行
（
西
広
門
田
区
）

雨
宮
勢
津
子
（
下
竹
森
区
）

雨
宮　
昭
三
（
下
竹
森
区
）

根
岸　
良
子
（
上
竹
森
区
）

雨
宮　
春
江
（
上
竹
森
区
）

深
澤　
裕
子
（
福
生
里
区
）

廣
瀬
加
壽
子
（
平
沢
区
）

丸
田　
一
穂
（
上
粟
生
野
区
）

芦
澤　
千
恵
（
上
粟
生
野
区
）

中
村
壽
美
江
（
下
粟
生
野
区
）

筒
井
美
代
子
（
中
萩
原
第
一
区
）

萩
原　
清
次
（
中
萩
原
第
二
区
）

秦　
　
美
咲
（
中
萩
原
第
二
区
）

和
田　
惠
子
（
中
萩
原
第
三
区
）

武
井　
正
男
（
下
小
田
原
区
）

飯
島　
鈴
子
（
下
小
田
原
区
）

矢
崎　
広
美
（
上
小
田
原
区
）

雨
宮　
清
美
（
上
小
田
原
区
）

小
野
美
恵
子
（
下
切
区
）

小
野
真
木
子
（
下
切
区
）

徳
良　
正
子
（
上
切
下
区
）

丸
山　
一
美
（
上
切
下
区
）

田
中
か
ず
子
（
上
切
上
区
）

葊
瀬
紀
代
美
（
上
切
上
区
）

岩
波
久
美
子
（
裂
石
区
）

田
辺　
静
子
（
一
之
瀬
高
橋
区
）

河
合　
一
之
（
上
井
尻
区
）

廣
瀬
貴
美
子
（
上
井
尻
区
）

田
中　
偉
夫
（
三
日
市
場
上
区
）

日
下
部
祥
子
（
三
日
市
場
上
区
）

網
野
利
津
子
（
三
日
市
場
下
区
）

山
田　
達
雄
（
三
日
市
場
下
区
）

岡　
　
良
一
（
小
屋
敷
区
）

雨
宮　
和
子
（
小
屋
敷
区
）

清
雲　
敬
明
（
藤
木
区
）

樋
口　
文
三
（
藤
木
区
）

宇
田　
俊
明
（
下
柚
木
区
）

■
勝
沼
地
域

佐
藤　
和
也
（
勝
沼
１
・
13
区
）

大
野　
清
慶
（
勝
沼
２
区
）

山
本　
　
充
（
勝
沼
３
区
）

海
沼　
潤
子
（
勝
沼
４
区
）

大
竹
千
鶴
子
（
勝
沼
５
区
）

三
枝　
和
子
（
勝
沼
６
区
）

長
幡
美
代
子
（
勝
沼
７
・
14
区
）

小
澤　
司
郎
（
勝
沼
８
・
９
区
）

小
澤　
哲
也
（
勝
沼
10
・
11
区
）

井
上　
　
絢
（
勝
沼
12
区
）

雨
宮　
由
縁

　
　
（
祝
１
区
、
10
︲
１
号
・
３
号
）

小
川　
邦
夫
（
祝
２
区
、
10
︲
２
号
）

上
野　
隆
光
（
祝
３
・
４
区
）

金
井　
美
和
（
祝
５
区
）

林　
　
順
子
（
祝
６
区
）

川
﨑　
洋
元
（
祝
７
区
）

川
﨑　
文
子
（
祝
８
区
）

大
竹
や
す
み
（
祝
９
区
）

佐
藤　
俊
子
（
祝
９
区
）

井
上　
政
治
（
東
雲
１
・
２
区
）

辻　
　
洋
子
（
東
雲
３
・
４
・
14
区
）

佐
野　
和
美
（
東
雲
５
・
６
区
）

大
沢　
秀
子
（
東
雲
７
・
９
区
）

平
山　
明
美
（
東
雲
８
区
）

丹
澤
千
恵
子
（
東
雲
10
区
）

辻　
　
昇
子
（
東
雲
11
区
）

武
井
美
里
恵
（
東
雲
12
・
13
・
15
区
）

三
森　
慎
一
（
菱
山
１
・
７
区
）

松
本　
　
稔
（
菱
山
２
・
９
・
10
区
）

鈴
木　
雄
人
（
菱
山
３
・
４
区
）

三
橋　
達
夫
（
菱
山
５
・
６
区
）

園
部　
健
平
（
菱
山
８
区
）

■
大
和
地
域

池
水　
　
均
（
天
目
区
）

平
山　
重
一
（
田
野
区
）

手
塚　
太
郎
（
水
野
田
区
）

古
屋　
秀
幸
（
丸
林
区
）

有
賀　
辰
江
（
古
部
区
）

佐
野　
珠
江
（
宮
本
区
）

風
間
美
佐
子
（
日
影
区
）

塩
野　
美
文
（
鶴
瀬
区
）

佐
藤　
正
次
（
共
和
区
）

◆
主
任
児
童
委
員

　
主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
福
祉
に
関

わ
る
問
題
を
専
門
に
担
当
し
て
お
り
、

地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
と

協
力
・
連
携
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援

等
の
相
談
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

山
本　
　
睦
（
塩
山
南
）

岡　
八
寿
江
（
塩
山
南
）

内
藤　
逸
子
（
塩
山
北
）

荻
原　
優
子
（
奥
野
田
）

衣
川
い
つ
美
（
奥
野
田
）

雨
宮　
早
苗
（
玉
宮
）

今
澤　
恵
子
（
大
藤
）

玉
川　
睦
美
（
神
金
）

真
島　
弘
江
（
松
里
）

竹
井　
　
恵
（
松
里
）

平
山　
静
香
（
勝
沼
）

髙
野　
優
子
（
祝
）

三
科
美
恵
子
（
東
雲
）

小
林　
一
穂
（
菱
山
）

平
山　
文
子
（
大
和
）

塩
野　
晴
美
（
大
和
）

問
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

新しく委嘱されました
民生委員・児童委員、主任児童委員を紹介します

全国一斉改選により、次の方々が、令和元年１２月１日付けで厚生労働大臣から委嘱されました。
（任期：令和元年１２月１日～令和４年１１月３０日・敬称略）　　※（　）内は担当地区
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東京２０２０オリンピック

フランス ハンドボールチーム

事前キャンプに向けた　　　　
甲州市のホストタウン事業報告

令和元年９月
フランスハンドボール連盟が来日
　平成２８年１２月のホストタウン登録から始
まった甲州市のフランスへのアクション。
　令和元年９月２日〜４日までの間、フランス
ハンドボール連盟関係者が来日し、施設の最
終確認などを行い、東京２０２０オリンピック
事前キャンプ実施協定書への署名に合意しまし
た。９月には田辺市長が、１０月にはフランス
ハンドボール連盟会長が署名し、１０月１０日
実施協定が正式に締結されました。

　選手の合宿中のトレーニング内容や行動をイメージしながら、
連盟関係者と滞在中に協議を続けました。オリンピックや世界選
手権など、数々の大会に出場しているフランスハンドボールチー
ムから、これまでのホストタウンの実情等もご教示いただきなが
ら、事前キャンプがお互いにとってより良いものとなるよう調整
を図りました。

☝フランスハンドボール連盟から贈られた代表ユ
ニフォーム（背中には「KOSHU 2020」が記
されている）

☞甲州市 東京２０２０オリンピック事前
キャンプ地誘致アドバイザー・上野裕一
氏（写真中央・甲州市出身）の協力を得
ながら、連盟関係者と直前まで交渉を行
い、実施協定書の内容を協議しました。

☜改修を終えた甲州市塩山体育
館や塩山市民病院など、キャ
ンプ滞在中に使用が想定され
る各種施設を視察する連盟関
係者（９月２日～４日）

☞フランスハンドボール連盟会長が署名し、フランスから届い
た「東京２０２０オリンピック事前キャンプ実施協定書」を
手にする田辺市長と保坂教育長。これにより、事前キャンプ
への準備がさらに加速しました。
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令和元年度 甲州市のホストタウン事業をご紹介します

　フランスハンドボールチームを迎え入れるにあたり、ま
ずはハンドボールについて知ってもらおうと、市役所本庁
舎ロビー、甲州市民文化会館などで、フランス代表チーム
のユニフォーム展示や試合映像の放映を行い、幅広く周知
に努めました。また、９月１１日に日本ハンドボール協会
事業プロデューサー・水野裕矢氏（甲州市在住）を甲州市
ハンドボールアンバサダーに任命。広報活動やハンドボー
ルクリニックのプロデュースなど、未来のオリンピアン育
成のために尽力していただきました。

　市では、ロンドンオリンピック陸上女子４００メートル
リレーに出場した佐野夢加氏を招いての小中学生陸上教室

（６月２３日）や、ソウルオリンピックハンドボール日本代
表・橋本行弘氏を招いての小中学生ハンドボールクリニッ
ク（１１月３日）を開催するなど、オリンピアンとの交流
を図りました。
　また、文化面においても、食をはじめとするさまざまな
視点からフランス文化について考察し、市民教養講座とし
て幅広い年齢層へお届けしました。

　１１月２１日、東京・代々木第一体育館で
ＪＡＰＡＮＣＵＰ２０１９（フランス vs. ブ
ラジル戦）が開催され、市内中学生を対象に
観戦ツアーを行いました。これは、９月にフ
ランスハンドボール連盟から「東京で行う
ゲームにぜひ応援に来てほしい」という声を
受けて実現したものです。まさにホストタウ
ンとして交流を図り、２０２０年、甲州市の
地での再開を約束し、会場を後にしました。
　オリンピック開催まで約半年、市では今後
もさまざまなホストタウン事業を展開してい
く予定です。

問生涯学習課　スポーツ振興・東京オリンピック対策担当　☎３２ ‐ ５０９８

☝水野裕矢氏をアンバサダーに任命

☝市民教養講座でフランスの食文化を学ぶ

☜☝元日本代表・橋本氏、水野アンバサダーに
　　よるハンドボールクリニック

☝フランス応援の横断幕を掲げる市内中学生
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山梨税務署からのお知らせ
■申告書作成会場の開設日程について
　所得税及び復興特別所得税、贈与税、個人事業者の消費税及び地方消費税の申告書作成会場を次のとおり開設
します。

●場所　夢わーく山梨 ３階 大集会室　　　山梨市上神内川１３４８
●期間　２月１７日（月）～３月１６日（月）　※土曜日・日曜日・２月２４日（月・休）を除く

●時間　受付：午前８時３０分～午後４時　※提出は午後５時まで
　　　　相談：午前９時～午後５時　

※山梨税務署には確定申告書作成会場はありませんので、ご了承ください。
※会場が混雑している場合は、受付を早めに締め切ることがあります。
※相談内容が複雑な場合は、午後３時までにお越しください。

■申告書の作成について

申告書は、国税庁ホームページで作成できます! 確定申告 検索
「国税庁ホームページ」へアクセス

所得税・消費税の申告書、青色申告決算書・収支内訳書などが作成できます。
申告書を作成

画面の案内に従って金額などを入力するだけで申告書が作成できます。
自動計算のため、計算誤りがありません。

e-Tax で送信して提出
①マイナンバーカードを使って送信（マイナンバーカード、ＩＣカードリーダライタまたはマ

イナンバーカード対応のスマートフォンをご用意ください）
②ＩＤとパスワードで送信（「ＩＤ・パスワード方式の届出完了通知」の発行を希望される場合

は、申告されるご本人が顔写真付きの本人確認書類をお持ちの上、税務署までお越しください。

■税理士会による無料申告相談について
　申告書作成会場の開設期間前に、下記の日程で税理士による無料申告相談を実施しますのでご利用ください。

開　催　日 会　場 所　在　地 時　間

１月３１日（金） 甲州市役所　２階
第１会議室

甲州市塩山上於曽
１０８５－１

いずれも
午前１０時～正午
午後１時～４時　

２月　３日（月）
２月　４日（火）
２月　５日（水）

笛吹市役所　市民窓口館　４階
４０１・４０２会議室

笛吹市石和町市部
８０９－１

２月１０日（月）
２月１２日（水）

夢わーく山梨　３階
　大集会室

山梨市上神内川
１３４８

※小規模納税者の所得税及び復興特別所得税、個人消費税、年金受給者ならびに給与所得者の所得税及び復興特
別所得税の申告書を作成して提出できます。（土地・建物および株式などの譲渡所得がある場合を除く）

※申告書等の提出のみの場合は、直接税務署にお持ちいただくか、郵送でご提出ください。
　また、ご来場の際は、前年の申告書等の控えや源泉徴収票など申告に必要な書類、筆記用具、計算器具、印鑑

およびマイナンバーに係る本人確認書類（①マイナンバーカードまたは②通知カードなどの番号確認書類およ
び身元確認書類）の写し等をご持参ください。

問山梨税務署　個人課税第１部門　☎２２ ‐ １４１１（内３１）
※自動音声に従って「２番」を選択してください。交換手が出ますので、内線番号をお申しつけください。

STEP

1
STEP

2
STEP

3
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■健診内容、対象者、自己負担金
１．特定 ( 基本 ) 健診・・・（問診、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、医師の診察）

年齢 医療保険の種類 受診の際の注意点 自己負担金
20 歳～ 39 歳
の方

甲州市国民健康保険 「国民健康保険証」をお持ちください 無料
甲州市国保以外の医療保険 職場等で受診機会のない方 1,000 円

40 歳～ 74 歳
の方

甲州市国民健康保険 「国民健康保険証」と「特定健診受診
券（８月郵送済）」をお持ちください 無料

甲州市国保以外の医療保険の被扶養者
※加入者本人（被保険者）は受診できません

「健康保険証」と「特定健診受診券※ 1」
をお持ちください

加入の医療保険に
より異なります

75 歳以上の方 どなたでも受診できます 「医療保険証」をお持ちください 無料
※ 1　特定健診受診券はご加入の医療保険者から発行されます。
　　　詳細は医療保険者（健康保険証の発行元もしくはご加入者のお勤め先）にご確認ください

２．がん検診・・・（胃がん検診、大腸がん検診、肺がん検診）
検診名 検査方法 自己負担金 対象年齢 41 歳以上

（令和２年 4 月 1 日時点）
※加入している医療保険

は関係ありません。

胃がん検診 胃部エックス線検査 600 円
大腸がん検診 便潜血検査 200 円
肺がん・結核検診 胸部エックス線検査 100 円（65 歳以上無料）
※胃がん検診は、血圧などの身体状況により、受けられない場合があります。

１、２ともに今年度、市の健診および人間ドックを受診していない方が対象です。
３．風しんの抗体検査・・・（※抗体検査のみの受診はできません）

対象者：昭和３７年４月２日～昭和５４年４月１日までに生まれた男性
受診の際には必ずクーポン券が必要です。お持ちでない方は、事前に健康増進課窓口で申請をお願いします。
また、抗体検査の結果、十分な量の抗体がない方は、定期予防接種の対象となります。（自己負担金はありません）

■注意事項　・受診前日の夕食は午後９時までにすませ、当日は飲食をしないで受診してください。
　　　　　　・高血圧や心臓の薬を服用されている方は、当日は健診２時間前までに少量の水で服用してきてください。

年に一度は健診を受け、ご自身の体の状態を確認しましょう。

問特定健診について・・・健康増進課　保健事業担当　　　　　　☎３４ ‐ ５４３６
問がん検診について・・・健康増進課　健康企画・地域医療担当　☎３２ ‐ ５０１４

いきいきライフ通信

１月２０日㊊ 勝沼市民会館
１月２３日㊍ 甲州市民文化会館
１月２８日㊋ 甲州市民文化会館

■受付時間

午前８時３０分〜
１０時３０分まで

健康診断を受け忘れた方、まだ受けられます！

追 加 健 診 の お 知 ら せ
今年から、胃がん・大腸がん・肺がん検診が受診できるようになりました！

令和元年１０月の医療費　［国保連　診療報酬請求額基準］
医療費全体 ２億６，４６２万円（前年同月比 ＋６３３万円）／１人当たり医療費 ２９，８８０円（前年同月比 ＋１,４８１円）
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インフルエンザの予防対策はできていますか？
インフルエンザは予防が大切です。正しい手の洗い方を実践し、元気に冬を過ごしましょう！

◆正しい手の洗い方◆ 手洗い
の前に !

・爪は短く切っておきましょう　・時計や指輪は外しておきましょう

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔なタオル等でよく拭い
て乾かします。

流水でよくぬらし、石けんをつけ、
手のひらをよくこする。

　
肺
炎
は
、
日
本
人
の
死
因
の
上
位
と
な
っ

て
お
り
、
成
人
の
肺
炎
の
う
ち
、
１
／
４
か

ら
１
／
３
は
肺
炎
球
菌
が
原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
肺
炎
の
原
因
と
な
る
80
％
以

上
の
肺
炎
球
菌
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
一
度
も
成
人
用
肺
炎
球
菌

（
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
）
の
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
方
は
、
予
防
接
種
費
用
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
令
和
元
年
度
は
次
の
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

①
経
過
措
置
の
対
象
と
な
る
方
（
下
表
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
）

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で
、心
臓
、腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生

活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
や
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な

程
度
の
障
害
が
あ
る
方

※
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
、
今
年
度
の
み
対

象
と
な
り
ま
す
。

●
費
用
助
成
額　
４
，
０
０
０
円

・
今
年
度
費
用
助
成
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

方
は
、
３
月
31
日
を
過
ぎ
ま
す
と
費
用
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
以
前
に
自
費
で
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
（
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
）
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
方
は
、
費
用
助
成
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
健
康
増
進
課

　
健
康
企
画
・
地
域
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？

問健康増進課　健康企画・地域医療担当　☎３２ ‐ ５０１４

＊ＰＯＩＮＴ＊
●十分な睡眠とバランスのよい食事をと

り免疫力を高めましょう。
●外出時にはマスクを着用し、口や鼻の

湿度を保ちましょう。
●せきやくしゃみをするときはティッ

シュなどで口と鼻を覆いましょう。
●こまめな手洗いを行いましょう。

■インフルエンザ感染拡大防止のお願い
　インフルエンザ流行時期は、多くの病院で面
会が制限されています。昨年の流行時期に、病
院へお見舞いに来られた方を通して、入院患者
がインフルエンザに感染し、病院内に感染が広
がる事例が複数ありました。
　患者を守るための面会制限ですので、ご理解
ご協力をお願いします。

手の甲をのばすようにこする。

指先・爪を念入りにこする。 指の間を洗う。

親指と手のひらをねじり洗いする。 手首も洗う。

■経過措置の対象となる方
６５歳 昭和２９年４月２日生～昭和３０年４月１日生
７０歳 昭和２４年４月２日生～昭和２５年４月１日生
７５歳 昭和１９年４月２日生～昭和２０年４月１日生
８０歳 昭和１４年４月２日生～昭和１５年４月１日生
８５歳 昭和　９年４月２日生～昭和１０年４月１日生
９０歳 昭和　４年４月２日生～昭和　５年４月１日生
９５歳 大正１３年４月２日生～大正１４年４月１日生

１００歳 大正　８年４月２日生～大正　９年４月１日生
１００歳以上 大正　８年４月１日以前に生まれた方　　　　
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令和元年度　高齢者おたすけサポーター

～広げよう　支え合い　助け合いの輪～
　日常生活の軽微な作業でちょっと困った時、同じ地域で暮
らす住民同士で「助け合い」「支え合い」ができることを目指
して、「高齢者生活支援サポート事業」が始まっています。
　空いた時間にできる〝助け合い〟を見つけに、養成講座を
受講してみませんか。
●日　時　２月５日（水）　午前１０時～午後４時
●場　所　勝沼市民会館　１階　会議室
●対　象　市内在住で高齢者の生活支援をやってみたい方
●講　師　帝京福祉専門学校　教務主任
　　　　　甲州リハビリテーション病院　作業療法士　ほか
●内　容　高齢者をサポートするために必要な基礎知識や
　　　　　マナー、接し方など
●持ち物　筆記用具、昼食、タオル、印鑑、動きやすい服装
●定　員　２０名（定員になり次第締め切ります）
●申込締切日　１月２４日　（金）
問介護支援課　介護予防担当　☎３４ ‐ ５４３４

認知症の方を見守るＳＯＳネットワーク
　「もしも一人歩きが心配になったら・・・」

　高齢化が進むにつれて、７５歳以上の１０人に一人が認知症ともいわれ、誰もがなる可能
性のある身近なものとなっています。認知症の症状として、単なるもの忘れだけではなく、
自分のいる場所がわからなくなり、外出先から自宅に戻れなくなったり、時間の感覚が乏し
くなって夜中なのに家から出てしまうこともあります。そういう状況でも隣近所に事情を説
明し、自然に声を掛け合い、地域で見守られながら安心して生活をしている方もいます。周
囲の方が認知症を理解し、温かく見守ることが認知症の方やその家族を支援することにつな
がります。
　認知症の方が住み慣れた地域で安全に暮らし続けるために、もしもの時に早めの対応がで
きるよう準備しておくことが必要です。甲州市では、自分の居場所がわからなくなり、道に
迷ってしまう高齢者やその家族を支えるために「甲州市徘徊ＳＯＳネットワーク事業」を行っ
ています。事前に登録することで、行方不明になった際、協力機関と本人を探すお手伝いを
します。一人で出歩くようになってからではなく、前もっての申請をお勧めしています。
　登録は無料で、個人情報は守られますので、お気軽にご連絡ください。

問甲州市地域包括支援センター（介護支援課内）　☎３２ ‐ ５６００

このレシピは、平成 30 年度に食生活改善推進員が考案し
たおすすめ料理です。

食改さんレシピ旬の食材を使って
　　　おいしく食べよう　～冬編～

しゃきしゃき野菜の
　豚しゃぶみぞれスープ

◆作り方◆
①水菜は 4 ～ 5cm 幅に切り、にんじんは千

切り、えのきは食べやすい長さに切る。
②鍋に（A）を入れ火にかけ、豚肉と①を加え、

火が通るまで煮る。
③器に盛り、中央に大根おろしを乗せ、ごま

をふったら出来上がり。
※お好みでポン酢しょうゆを加えても良い。

◆材料◆（２人分）
・豚しゃぶ用肉…150g
・水菜…100g
・にんじん…35g
・えのきだけ…1/2 袋
・大根おろし…250g
・いりごま（白）…小さじ 1 杯
　（A）
　・水…300ml
　・鶏ガラスープ…大さじ 2 杯
　・酒…大さじ 1 杯

参加者
大募集 !

高齢者おたすけサポーターの
活動は、ごみ出し、買物同行、
話し相手、簡単な掃除や片付
けなど、ひとりでは困難な依
頼会員を支援する有償のボラ
ンティア活動です

養 成 講 座 受講
無料

大根には、でんぷん
を分解するアミラー
ゼが含まれており、
胃での消化吸収を助
けるので、消化不良
や胃もたれ、胃炎、
胃潰瘍などの予防に
効果があるといわれ
ています。



幼児のＩＣＴ端末の使用状況について
　スマートフォンや携帯電話、タブレット、パソコンなどのＩＣＴ端末が身近に
なり、その利便性から育児に活用されている方も多いのではないのでしょうか。
　４月〜８月に市の幼児健診を通じて、端末利用アンケート調査を実施したとこ
ろ、多くの保護者の皆さんにご協力いただきありがとうございました。結果を集
計しましたのでご報告します。（回答数２７６名）

　★年齢が高くなるほど、毎日使用する割合が増える。
　★内容は、「動画を見る」「写真を見る」が多い。
　★使用場面は、１歳では「子どもが使いたい時」「外出先での待ち時間」「子どもが泣く時」、

３歳～５歳では「外出先での待ち時間」「子どもが使いたい時」「家事で手が離せない時」
の順に多かった。

　★保護者の使用時間が長いと、子どもの使用時間も長くなる傾向がある。
　★保護者の心配事は、「子どもの視力低下」「メディア依存」「コミュニケーション力の低下」

が多かった。
　★対策として、使用時間を１時間未満にする方が多かった。

　ＩＣＴ端末は、学習の場面でも活用していくことが検討されており、今後ますます身近で不可欠なも
のとなっていくでしょう。大人も子どもも使うことのメリット・デメリットをきちんと理解し、判断で
きる力が求められます。まずは使用時間や使い方など、ご家庭でのルールを話し合ってみましょう。

問健康増進課　健康づくり担当　☎３３ ‐ ７８１２

《結果》

令和 2 年 1 月 14

koshu chi ld smi le 子育て応援情報

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

大和保育所やきいも大会
春に園児たちが植えたサツマイモが育ち、１２月
１１日、やきいも大会を行いました。

　みんなで収穫を喜びながら、ホクホクのやきいもを
おいしくいただきました。

児童センター・イベント【無料】
○塩山南児童センター

リトミック ( ２歳児対象 )
　音や音楽を聴いて、見て、触れて、感じてみよう！

１月１５日（水）  　 午前１１時～
２歳児と保護者　　 水分補給ができるもの

ベビーマッサージ（１歳未満児対象）
　親子でリラックスしてマッサージをしながら、ゆっ

くり肌のふれあいを楽しもう
１月３０日（木）　　 午前１０時３０分～
1 歳未満児と保護者　　 バスタオル

問塩山南児童センター　☎３３ ‐ ７９００

○東雲ふれあい親子館
リトミック ( １歳児対象 )

　音や音楽を聴いて、見て、触れて、感じてみよう！
１月２９日（水）  　 午前１１時～
１歳児と保護者　　 水分補給ができるもの

問東雲ふれあい親子館　☎４４ ‐ ３７２３

Ｔｏｐｉｘ
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令和２年度 児童クラブ利用申込を受け付けます
■対　　象　市内小学校に在校し、次のいずれかに該当する児童
　　　　　　①保護者等が就労等により昼間家庭にいない場合
　　　　　　②保護者等が疾病または心身の障害により保育が困難である場合
　　　　　　③保護者等が介護等により保育が困難である場合
　　　　　　※その他、特別な事情がある場合はご相談ください。
■受付期間　１月１４日（火）～２月１４日（金）
■申込方法　「児童クラブ利用申込書」は、子育て支援課または各児童クラブに用意しています。
　　　　　　就労証明書等の関係書類を添えて提出してください。
　　　　　　なお、免除や減免等に該当する方は、他に必要な書類がありますので、申し込みの
　　　　　　際にお問い合わせください。
■そ の 他　・月の中途の利用開始・終了の場合で

も１ヵ月分の利用料となります。
　　　　　　・生活保護世帯、ひとり親世帯で、前

年度の市民税が非課税世帯の場合、
申請により利用料が免除されます。

　　　　　　・申込書を提出されても、就労、定員
等の状況により利用できない場合も
ありますので、ご了承ください。

◆お問い合わせ・申込先
　・子育て支援課　児童福祉担当　☎３２ ‐ ５０８１
　・各児童クラブ（連絡先は下記一覧をご参照ください）
　※ただし、祝児童クラブについては、岩崎保育園に直接申込書類を提出してください。

■児童クラブ一覧
児童クラブ名称 開設場所 電話番号 定員

塩山南児童クラブ 塩山下於曽１０２１番地３（塩山南児童センター内） ☎３３‐７９００ ７０名

塩山西児童クラブ 塩山上於曽９８４番地１（旧塩山診療所） ☎３３‐２６２５ ５０名

塩山北児童クラブ 塩山千野３４０９番地４（塩山北児童センター内） ☎３３‐７８００ ６０名

奥野田児童クラブ 塩山熊野９６４番地１（奥野田公民館内） ☎３３‐７９０１ ２５名

大 藤 児 童 ク ラ ブ 塩山中萩原６５８番地６（大藤公民館内） ☎３３‐７９０２ ２５名

神 金 児 童 ク ラ ブ 塩山上萩原９番地（神金公民館内） ☎３３‐７９３０ ２０名

玉 宮 児 童 ク ラ ブ 塩山竹森３３８１番地（玉宮公民館内） ☎３３‐７９０７ １５名

松 里 児 童 ク ラ ブ 塩山小屋敷１３５３番地（松里公民館内） ☎３３‐７１００ ２５名

井 尻 児 童 ク ラ ブ 塩山上井尻１６７５番地（井尻公民館内） ☎３３‐７９０３ ２５名

勝 沼 児 童 ク ラ ブ 勝沼町勝沼１２８１番地２（勝沼中央公民館内） ☎４４‐２１５９ ６０名

祝 児 童 ク ラ ブ 勝沼町下岩崎１００２番地１（祝ふれあい親子館内） ☎４４‐１５２４ ５０名

東 雲 児 童 ク ラ ブ 勝沼町休息１５６５番地１（東雲ふれあい親子館内） ☎４４‐３７２３ ７０名

菱 山 児 童 ク ラ ブ 勝沼町菱山１２０４番地（旧菱山保育所） ☎４４‐０６２８ ２０名

大 和 児 童 ク ラ ブ 大和町初鹿野１６９３番地１（大和公民館内） ☎４８‐２０１４ ２０名
※なお、塩山南小学校区については、塩山南および塩山西児童クラブの２ヵ所があります。
　定員の関係で、振り分けをさせていただくことがありますので、ご了承ください。

■児童クラブ利用料
利用区分 １名の月額
平日のみ ３,０００円

平日・土曜日 ４,０００円
８月

（夏季休業期間） ８,０００円

学年末・学年始
休業期間 １, ５００円
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統計調査員２名が
総務大臣表彰などを受賞
　１１月に開催された令和元年度山梨県統計功績者
表彰式において、統計調査員の保坂良子さん（中萩
原・写真右）が「総務大臣表彰」を、廣瀬明美さん（上
於曽・写真左）が「山梨県統計功績者表彰」を受賞
しました。
　二人はその役割と重要性を理解され、長年にわた
り各種統計調査に従事。統計事業への貢献が評価さ
れました。

永年勤続優良従業員
３１名を表彰
　甲州市中小企業労務改善協議会と甲州市商工会
は、長年にわたり優良従業員として商工業の発展に
貢献された３１名の皆さんを、「永年勤続優良従業
員」として表彰しました。
　受賞者を代表し、（株）石川工務所の坂本達二さ
んが「これまで培った経験を生かしながら企業と地
域社会の発展に貢献できるよう努めていきたい」と
謝辞を述べました。

市スポーツ推進委員・石田さん
文部科学大臣表彰を受賞
　１１月に開催された第６０回全国スポーツ推進委
員研究協議会において、甲州市スポーツ推進委員の
石田春雄さん（日影）が「文部科学大臣表彰」を受
賞しました。
　石田さんは長年にわたりスポーツ推進委員とし
て、旧大和村、甲州市のスポーツ振興に尽力。地域
における軽スポーツ競技の普及・発展に努めるなど、
住民の健康増進や体力向上に貢献されました。

市食生活改善推進員会が
厚生労働大臣表彰を受賞
　１１月に開催された全国食生活改善推進員協議会
５０周年記念大会および令和元年度全国食生活改善
大会において、甲州市食生活改善推進員会が「栄養
関係功労者・厚生労働大臣表彰」を受賞しました。
　長年にわたり地域の幅広い世代を対象に、「塩山
式手ばかり」を活用した食育出前などを通して、食
事バランスや減塩の大切さなどについて積極的に普
及啓発活動を行っていることが評価されました。
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秋の甲州路を満喫
健康ウオークＩＮ甲州
　１１月２４日、２０１９健康ウオークＩＮ甲州を
開催しました。
　今年も市内外から約１, ０００名が参加。勝沼中
央公園グラウンドをスタートし、「勝沼ぶどうの丘」
「寺町散策」「国宝大善寺と近代産業遺産」の各コー
スに分かれ、秋の甲州路を巡りました。ゴール後に
は豚汁のサービスや軽スポーツ体験、抽選会などを
楽しみ、家族や友人との親睦を深めていました。

甲州市・オルビスの森
環境活動
　１１月３０日、甲州市と企業の森・森林整備協定
を結ぶ、オルビス（株）と甲州市里山創造推進協議
会等は、塩山上小田原の「甲州市・オルビスの森」
で環境活動を行いました。今回は、社員ボランティ
アと関係者４５名が参加し、階段設置や歩道の拡幅
作業を行いました。なお、甲州市はこれまでの活動
が評価され、「令和元年度ふれあいの森林（もり）
づくり国土緑化推進機構理事長賞」を受賞しました。

音楽とワインを楽しむ
まほろぼクリスマスコンサート
　１２月８日、大和ふるさと会館で第１４回まほろ
ばクリスマスコンサートを開催しました。
　第１部ではピアニストの八谷晃生さんとサックス
奏者の大坪俊樹さんによる演奏、第２部ではバイオ
リンとギターのデュオ「ＮＹＴ」によるパーティー
ステージが行われました。
　訪れた皆さんは甲州市産のワインや軽食を味わい
ながら一足早いクリスマスを楽しんでいました。

塩山北中学校３年生
合唱発表会
　１２月１２日、神金公民館主催により、塩山北中
学校３年生合唱発表会が行われました。
　同校は、８月に開催された「第８６回ＮＨＫ全国
音楽コンクール山梨県大会」および９月に開催され
た「第７２回全日本合唱コンクール山梨県大会」に
おいて金賞を受賞しました。会場にはその美しい歌
声が響き渡り、来場した保護者や地域の皆さんから
大きな拍手が送られました。
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　　イベント　　講座・募集　　介護・福祉　　健康　　保険・税　　お知らせ　　

く

ら

し

の

情

報

令
和
２
年
度

市
・
県
民
税
等
の
申
告
に
つ
い
て

所
得
税
が
発
生
し
な
い
方
や
同
居
の
家

族
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
方
な
ど

で
、
令
和
元
年
中
に
所
得
の
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
次
の
日
程
で
令
和
２
年
度

市
・
県
民
税
等
の
申
告
を
受
け
付
け
ま

す
。
確
定
申
告
期
間
中
は
大
変
混
み
合

い
ま
す
の
で
、
次
の
期
間
に
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
所
得
税
が
発
生
し
な
い
方
と
は
、
所
得

合
計
額
が
控
除
合
計
額
よ
り
少
な
い
方

で
す
。

【
塩
山
会
場
】

市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

２
月
３
日
（
月
）
～
10
日
（
月
）

※
土
曜
日･

日
曜
日
は
除
く

【
勝
沼
会
場
】

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階

２
月
10
日
（
月
）
～
13
日
（
木
）

※
祝
日
は
除
く

【
大
和
会
場
】

大
和
公
民
館　
１
階

２
月
12
日
（
水
）
～
13
日
（
木
）

各
会
場　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

◦
申
告
の
際
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
令
和
元
年
中
の
所
得
が
わ
か
る
書
類

（
源
泉
徴
収
票
、
収
支
内
訳
書
な
ど
）

・
各
種
所
得
控
除
証
明
書

・
申
告
さ
れ
る
方
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認

書
類
お
よ
び
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
＋
運
転

免
許
証
な
ど
）

◎
次
の
方
は
、
市
・
県
民
税
等
の
申
告
は

不
要
で
す
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る

方
・
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
勤
務
先
で
年

末
調
整
を
受
け
た
方

・
公
的
年
金
等
の
所
得
の
み
の
方
で
、
所

得
控
除
（
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
）
を

受
け
な
い
方

問
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
４
１
１
～
１
４
１
３
）

令
和
元
年
分　
確
定
申
告
用

納
付
済
確
認
書
の
送
付
に
つ
い
て

甲
州
市
で
は
毎
年
１
月
中
旬
に
、
国
民

健
康
保
険
税
を
納
付
さ
れ
て
い
る
世
帯

に
「
確
定
申
告
用
納
付
済
確
認
書
」
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　
確
認
書
に
は
、
平
成
31
年
１
月
１
日
か

ら
令
和
元
年
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
さ

れ
た
国
民
健
康
保
険
税
の
総
額
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
の
際
に
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
で
き
ま
す

の
で
、
参
考
資
料
と
し
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
世
帯
主
が
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
で
も
納
税

義
務
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
世
帯
主
宛

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
納
付
額
に
関
す
る
こ
と

　
収
納
課　
収
納
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
４

問
課
税
、
納
税
通
知
書
に
関
す
る
こ
と

　
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
４
１
１
～
１
４
１
３
）

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い

◎
償
却
資
産
の
申
告
は
１
月
31
日
（
金
）

ま
で
に

　
償
却
資
産
と
は
、
事
業
の
た
め
に
用
い

る
機
械
、構
築
物
、車
両
（
自
動
車
税
、

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
大

型
特
殊
自
動
車
な
ど
）、
器
具
備
品
な

ど
を
い
い
、
土
地
や
家
屋
と
同
様
に
固

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
資
産
を
お
持
ち
の
方
（
市

内
で
会
社
、
工
場
ま
た
は
商
店
な
ど
を

経
営
し
て
い
る
事
業
主
）
は
、
地
方
税

法
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
所
有
状
況
を
申
告
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
申
告
さ
れ
た
方
に
は
12
月

に
申
告
書
を
発
送
し
ま
し
た
が
、
前
年

中
に
資
産
の
増
減
が
な
い
場
合
で
も
必

ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
事
業
を
始
め
た
方
や
、

申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
令
和
元
年
中
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
さ
れ
た
方
へ

　

令
和
元
年
中
に
太
陽
光
発
電
設
備

（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
）
を
設
置
さ
れ
た

方
は
、
設
置
状
況
、
発
電
能
力
に
よ
っ

て
太
陽
光
発
電
設
備
自
体
が
償
却
資
産

に
該
当
し
、
償
却
資
産
の
申
告
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
12

月
31
日
ま
で
に
家
屋
を
新
築
（
増
築
）

さ
れ
た
方
に
は
、
評
価
額
算
出
の
た
め

家
屋
調
査
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
日
程
は
事
前
に
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（
調
査
は
１
時
間
程
度
で
す
）

　
ま
た
、
令
和
２
年
１
月
１
日
以
降
に
家

屋
を
新
築
（
増
築
）
さ
れ
た
方
に
は
、

翌
年
度
（
４
月
以
降
）
に
家
屋
調
査
の

依
頼
を
し
て
い
ま
す
。ご
都
合
に
よ
り
、

今
年
度
末
ま
で
の
調
査
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
４
２
２
・
１
４
２
３
）

降雪時のお願い
　冬の道路は降雨・降雪などにより、路面の
凍結やブラックアイスバーンが発生し、スリッ
プ事故や歩行中の転倒が心配されます。
　滑らないための対策を講じ、時間に余裕を
もって行動しましょう。
　また、降雪時には地域による雪かきのご協
力をお願いいたします。

建設課　道路維持・河川担当
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

令
和
元
年
分　
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
の
送
付
に
つ
い
て

令
和
元
年
中
に
厚
生
年
金
保
険
、
国
民

年
金
等
の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事

由
と
す
る
年
金
を
受
け
と
ら
れ
た
方

に
、
令
和
元
年
分
と
し
て
支
払
わ
れ
た

年
金
の
金
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
額
等
を
お
知
ら
せ
す
る
「
令
和
元
年

分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
は
、

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
の
際
の
添
付
書
類
等
と
し
て
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
の
受
付

　
再
交
付
の
受
付
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
再
交
付
申
請
の
み
の
場
合
は
、
本
人
の

基
礎
年
金
番
号
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

住
所
と
、
電
話
を
お
か
け
に
な
っ
た
方

の
氏
名
、
本
人
と
の
続
柄
、
電
話
番
号

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
源
泉
徴
収
票
は
、
日
本
年
金
機

構
に
登
録
さ
れ
て
い
る
本
人
の
住
所
宛

て
に
郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、電
話
に
よ
る
再
交
付
の
場
合
は
、

送
付
ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
お
急
ぎ
の
方
は
、
お
近
く
の
年
金

事
務
所
ま
た
は
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
時
間

・
月
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
火
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

・
第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

　
（
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
番
号
か
ら

お
か
け
に
な
る
場
合
）

問
日
本
年
金
機
構　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
～

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世

代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で

作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ

と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、
病
気
、

け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の

働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

◎
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◦
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度

で
す
。

　
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
す
る
た
め
、

安
定
し
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

◦
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の

老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
も
あ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。ま
た
、

遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶

者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

◎
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」・「
納
付
猶
予
制

度
」・「
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す

◦「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
で

規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大

学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

◦「
納
付
猶
予
制
度
」

　
学
生
で
は
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
本

人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

◦「
免
除
制
度
」

　
学
生
で
は
な
い
方
で
、所
得
が
少
な
く
、

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
所
得

（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
申
請
さ
れ
る

場
合
は
、
前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以

下
の
場
合
や
、
失
業
し
た
場
合
な
ど
、

本
人
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
承
認
さ
れ

る
と
保
険
料
納
付
が
免
除
に
な
る
制
度

で
す
。

※
免
除
さ
れ
る
額
は
、
全
額
、
３
／
４
、

１
／
２
、
１
／
４
の
４
種
類
で
す
。

問
戸
籍
住
民
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
５
１
７
３

問
日
本
年
金
機
構　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

市 民 税・ 県 民 税 第 ４ 期
お よ び 国 民 健 康 保 険 税
第７期の納期限について

１月３１日（金）が納期限です。
納め忘れのないようご注意ください。

※口座振替の方は、１月３１日（金）に引き落と
しされますので、前日までに残高をご確認く
ださい。

※納税相談を収納課窓口で随時行っています。
問収納課　収納担当　☎３２ ‐ ５０７４

プレミアム付商品券の利用可能期限は
２月２９日（土）までとなっています！

　プレミアム付商品券の利用可能期限は２月２９日（土）
までとなっています。当日までにご利用ください。
※利用可能店舗の最新情報は、甲州市および甲州市商工会

ホームページをご覧ください。
問事業全般について
　観光商工課　ワイン・商工担当　☎３２ ‐ ５０９１
問利用可能店舗について
　甲州市商工会　　　　　　　　　☎３３ ‐ ２２３６



令和 2 年 1 月 20

　　イベント　　講座・募集　　介護・福祉　　健康　　保険・税　　お知らせ　　

令
和
２
年
度
採
用

甲
州
市
職
員
採
用
試
験
案
内

（
第
２
次
募
集
）

◦
募
集
人
員

　
社
会
福
祉
士　
１
名

◦
応
募
要
件

　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

①
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
②
社
会
福
祉
士
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得

見
込
み
の
方

③
甲
州
市
在
住
者
ま
た
は
採
用
時
に
市
内

に
在
住
（
住
民
登
録
）
す
る
こ
と
が
可

能
な
方
。

※
現
在
、
修
学
（
就
職
）
の
た
め
市
内
に

在
住
し
て
い
な
い
が
、
卒
業
後
（
採
用

時
）
再
び
市
内
に
在
住
（
住
民
登
録
）

す
る
方
を
含
む
。

◦
試
験
日
お
よ
び
試
験
会
場

　
２
月
９
日
（
日
）
午
前
８
時
20
分
～

　
（
受
付　
午
前
７
時
45
分
～
８
時
10
分
）

　
甲
州
市
役
所
本
庁
舎

◦
試
験
科
目

①
筆
記
試
験
：
教
養
試
験
、
性
格
特
性
検

査
、
小
論
文

②
面
接
試
験
：
個
人
面
接

◦
試
験
案
内
配
布
期
間

　
１
月
24
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
総
務
課

人
事
担
当
に
て
試
験
案
内（
申
込
書
等
）

を
配
布
し
ま
す
。

　
郵
送
で
請
求
さ
れ
る
方
は
、
封
筒
の
表

に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒（
Ａ
４
版
が
入
る
大
き
さ
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
試
験

申
込
書
等
は
甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

◦
受
験
申
込
手
続

　
１
月
14
日
（
火
）
～
24
日
（
金
）
ま
で

に
総
務
課
人
事
担
当
に
申
込
書
（
兼
受

験
票
）
お
よ
び
履
歴
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
郵
送
の
場
合
は
受
験
票
に
63
円
切
手
を

貼
り
、
封
筒
に
は
「
採
用
試
験
申
込
」

と
朱
書
き
し
、
必
ず
書
留
郵
便
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く
、
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

◦
お
問
い
合
わ
せ
・
郵
送
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
番
地
１

　
甲
州
市
役
所　
総
務
課　
人
事
担
当　

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
２
３
８
１
・
２
３
８
２
）

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

令
和
元
年
度　
臨
時
職
員
募
集

◦
募
集
人
数

　
臨
時
職
員
４
名
以
内

◦
勤
務
内
容

　
展
示
・
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
等
の
補

助
、
敷
地
・
館
内
の
維
持
管
理
業
務
の

補
助

◦
勤
務
条
件

・
勤
務
日　
週
３
日
以
内

　
（
土
曜
日・日
曜
日・祝
日
の
勤
務
あ
り
）

・
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
休
憩
時
間
60
分
）

・
手
当
等　
日
給
６
，
５
０
０
円
、
通
勤

手
当
あ
り

◦
採
用
予
定
期
日

　
３
月
１
日
（
日
）
～
31
日
（
火
）

※
４
月
１
日
以
降
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、

勤
務
状
況
、就
労
意
欲
等
か
ら
判
断
し
、

勤
務
条
件
等
を
変
更
し
て
更
新
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◦
応
募
方
法

・
提
出
書
類　
履
歴
書

・
応
募
期
間　
１
月
７
日
（
火
）
～
17
日

（
金
）
※
必
着

◦
選
考
方
法

　
書
類
選
考
の
上
、
該
当
者
に
は
面
接
日

を
連
絡
し
、
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
〒
４
０
５
‐
０
０
５
４

　
笛
吹
市
一
宮
町
千
米
寺
７
６
４

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
人
事
担
当

　
☎
47
‐
３
３
３
３

※
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
に
伴
い
、
４
月
２
日
（
木
）
ま
で

休
館
と
な
り
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

県
内
の
製
造
業
へ
就
職
を

考
え
て
い
る
学
生
の
皆
さ
ん
へ

山
梨
県
で
は
、
卒
業
後
に
県
内
の
機
械

電
子
産
業
の
企
業
に
新
卒
で
就
職
す
る

方
に
対
し
、
日
本
学
生
支
援
機
構
第
１

種
お
よ
び
第
２
種
奨
学
金
の
返
済
分
を

補
助
金
支
給
し
ま
す
。

◦
補
助
金
額

　
日
本
学
生
支
援
機
構
（
第
１
種
・
第
２

種
）
奨
学
金
被
貸
与
額
の
最
大
２
年
分

（
大
学
院
生
の
場
合
、
最
大
２
１
１
万

円
）

◦
申
込
期
間　
２
月
28
日
（
金
）
ま
で

◦
募
集
人
数

　
令
和
元
年
度
末
卒
業
予
定
者
18
名
程
度

／
令
和
２
年
度
末
卒
業
予
定
者
35
名
程

度大
学
、
大
学
院
な
ど
の
理
学
部
、
工
学

部（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
学
部
等
を
含
む
）

に
在
学
す
る
令
和
元
年
度
ま
た
は
令
和

２
年
度
末
卒
業
予
定
者
の
う
ち
、
募
集

条
件
を
満
た
す
方

問
山
梨
県
産
業
人
材
育
成
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
６
７

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
募
集

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
活
動

を
し
て
い
た
だ
く
「
甲
州
市
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

◦
募
集
人
数　
５
名
程
度

◦
任
期　
２
年
（
委
嘱
の
日
か
ら
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
）

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
で
、
男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
関
心
を
持
ち
、
委

員
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
方

◦
申
込
方
法

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

※
申
込
書
は
、
市
民
生
活
課
窓
口
に
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
甲
州
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

◦
申
込
締
切
日　
１
月
31
日
（
金
）

問
市
民
生
活
課　
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
☎
32
‐
５
５
８
３
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

甲
州
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
改
定
（
見
直
し
）
に
関
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

◦
閲
覧
場
所

・
甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
市
役
所
本
庁
舎　
都
市
整
備
課

◦
募
集
期
間

　
１
月
７
日
（
火
）
～
20
日
（
月
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◦
対
象
者

①
市
内
在
住
の
方

②
市
内
に
通
勤
・
通
学
の
方

③
市
内
で
事
業
ま
た
は
活
動
を
行
う
法

人
・
団
体

④
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
個
人
・
法
人
・

団
体

⑤
そ
の
他
計
画
に
関
し
具
体
的
な
利
害
関

係
の
あ
る
個
人
・
法
人
・
団
体

◦
提
出
方
法

　
任
意
の
様
式
に
、
氏
名
、
住
所
を
記
入

の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
持

参
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ

い
。（
電
話
や
口
頭
に
よ
る
ご
意
見
は

お
受
け
い
た
し
か
ね
ま
す
）

◦
提
出
先

①
郵
送
宛
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１
（
住
所
不
要
）

　
都
市
整
備
課　
計
画
指
導
・
景
観
担
当

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　
32
‐
５
０
７
９

③
メ
ー
ル

　

toshiseibi@
city.koshu.lg.jp

④
持
参
提
出
先

　
都
市
整
備
課
、
勝
沼
・
大
和
支
所

◦
そ
の
他

・
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
参
考
資
料
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
ご
意
見
等
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
い

た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
た
だ
い
た
ご

意
見
や
原
稿
等
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課　
計
画
指
導
・
景
観
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
２

甲
州
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
・
経
営

戦
略（
案
）に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
募
集

◦
閲
覧
場
所

・
甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
市
役
所
本
庁
舎　
上
下
水
道
課

・
市
役
所
勝
沼
支
所
・
大
和
支
所

◦
募
集
期
間

　
１
月
14
日
（
火
）
～
29
日
（
水
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◦
対
象
者

①
市
内
在
住
の
方

②
市
内
に
通
勤
・
通
学
の
方

③
市
内
で
事
業
ま
た
は
活
動
を
行
う
法

人
・
団
体

④
市
に
納
税
義
務
が
あ
る
個
人
・
法
人
・

団
体

⑤
そ
の
他
計
画
に
関
し
具
体
的
な
利
害
関

係
の
あ
る
個
人
・
法
人
・
団
体

◦
提
出
方
法

　
任
意
の
様
式
に
、
氏
名
、
住
所
を
記
入

の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
持

参
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ

い
。（
電
話
や
口
頭
に
よ
る
ご
意
見
は

お
受
け
い
た
し
か
ね
ま
す
）

◦
提
出
先

①
郵
送
宛
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１
（
住
所
不
要
）

　
上
下
水
道
課　
整
備
担
当

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　
33
‐
８
０
０
０

③
メ
ー
ル

　

suidou@
city.koshu.lg.jp

④
持
参
提
出
先

　
上
下
水
道
課
、
勝
沼
・
大
和
支
所

◦
そ
の
他

・
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
市
の
考
え
と
と

も
に
公
表
し
ま
す
。

・
ご
意
見
等
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
い

た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
た
だ
い
た
ご

意
見
や
原
稿
等
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課　
整
備
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
７

甲
州
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
に
係
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

令
和
３
年
度
か
ら
新
た
な
計
画
策
定
に

向
け
、
皆
さ
ん
の
普
段
の
暮
ら
し
や
介

護
に
関
す
る
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
で
す
。

　
今
後
の
高
齢
者
施
策
や
介
護
保
険
事
業

の
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
調
査
方
法

　
１
月
上
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
対

象
者
に
送
付
し
ま
す
。

◦
対
象
者

①
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
。（
在
宅
で
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
の
中
か
ら
無
作
為
に
５

０
０
名
を
抽
出
し
ま
す
）

②
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
方
。（
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作

為
に
１
，
３
０
０
名
を
抽
出
し
ま
す
）

◦
回
答
方
法

　
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
調
査
票
を
入
れ

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
介
護
支
援
課　
介
護
保
険
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
６

県
立
中
央
高
校
通
信
制

生
徒
募
集

◦
募
集
学
科

　
普
通
科
／
衛
生
看
護
科

※
衛
生
看
護
科
は
、
甲
府
看
護
専
門
学
校

の
准
看
護
学
科
に
合
格
ま
た
は
在
籍
・

卒
業
の
方

◦
出
願
資
格

　
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
令
和
２

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
、
ま
た
は
高

等
学
校
を
退
学
し
た
が
再
入
学
を
希
望

す
る
方
。

※
山
梨
県
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。（
年

齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◦
出
願
期
間

　
第
１
期　
３
月
11
日（
水
）・13
日（
金
）・

16
日
（
月
）

　
第
２
期　
３
月
23
日（
月
）・25
日（
水
）・

27
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
出
願
時
に
面
接
検
査
を
行
い
ま
す
。

◦
検
査
日
程
（
作
文
検
査
、
筆
記
検
査
）

　
第
１
期
出
願
者
対
象　
３
月
17
日（
火
）

　
第
２
期
出
願
者
対
象　
３
月
30
日（
月
）

◦
入
学
選
抜

　
書
類
審
査
、
作
文
、
筆
記
試
験
、
面
接

に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

※
募
集
要
項
、
出
願
書
類
は
、
１
月
13
日

（
月
・
祝
）
か
ら
中
央
高
校
事
務
室
で

配
布
予
定
で
す
。

※
初
年
度
は
、
入
学
料
・
授
業
料
、
そ
の

他
全
て
の
費
用
を
含
め
お
お
む
ね
４
万

円
前
後
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校　
通
信
制

　
☎
０
５
５
‐
２
２
６
‐
４
４
１
２
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無
料
法
律
相
談

１
月
15
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
２
会
議
室

市
内
在
住
の
方

◦
定
員　
６
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
１
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

１
月
９
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
地
域
行
政
相
談

１
月
17
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階

　
会
議
室
Ａ

市
内
在
住
の
方

行
政
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー

＆
個
別
相
談
会

空
き
家
の
利
活
用
や
相
続
、
リ
ス
ク
な

ど
に
つ
い
て
、
空
き
家
を
所
有
し
て
い

る
方
や
不
動
産
に
関
す
る
悩
み
を
お
持

ち
の
方
を
対
象
に
、
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
か
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

１
月
25
日
（
土
）

甲
州
市
民
文
化
会
館　
３
階

　
第
２
研
修
室

◎
セ
ミ
ナ
ー
（
申
込
不
要
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時

　
（
受
付　
午
後
２
時
～
）

◦
テ
ー
マ
「
空
き
家
を
持
つ
上
で
知
っ
て

お
き
た
い
、
や
っ
て
お
き
た
い
こ
と
」

◦
講
師　
森
久
純 
氏　
（
㈱
Ｌ
＆
Ｆ
）

◎
個
別
相
談
会
（
要
予
約
）

午
後
４
時
～
５
時

◦
定
員　
４
組
（
先
着
順
）

※
相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
30
分
以
内
。

問
政
策
秘
書
課　
地
域
創
生
推
進
担
当

　
☎
32
‐
５
０
３
７

不
動
産
・
空
き
家
無
料
相
談
会

１
月
16
日
（
木
）

午
後
１
時
～
３
時

甲
州
市
民
文
化
会
館　
３
階

　
第
１
研
修
室

不
動
産
や
空
き
家
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
員
は
山
梨
県
宅
建
協
会
が
委
嘱
し

た
方
で
す
。

問（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
☎
０
５
５
‐
２
４
３
‐
４
３
０
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

１
月
21
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
本
庁
舎　
地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
や
依
頼

を
し
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
ま
た
、
開
設
日
に
限
り
電
話
で

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
毎
月
第
３
火
曜
日
に
開
設
予
定
で
す
。

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

休
日
無
料
法
律
相
談

１
月
18
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
０
時
20
分

市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
市
民
会
議
室
Ｂ

市
内
在
住
の
方

◦
定
員　
５
名（
１
名
に
つ
き
40
分
以
内
）

※
１
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

平
日
は
忙
し
く
て
相
談
に
行
け
な
い
と

い
う
方
に
、
休
日
無
料
法
律
相
談
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
初
回
の
方
を
優
先
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
無
料
法
律
相
談
事
務
局

　
☎
44
‐
２
６
１
２

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

１
月
18
日
（
土
）

午
後
１
時
～
４
時

街
の
駅
や
ま
な
し

相
続
登
記
、
土
地・建
物
の
名
義
変
更
、

遺
言
、
成
年
後
見
、
会
社
関
係
の
登
記

な
ど

※
相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内
。

※
書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

問
山
梨
県
司
法
書
士
会　
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

法
律
扶
助
の
日
無
料
法
律
相
談
会

１
月
25
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

山
梨
県
弁
護
士
会
館

　
（
甲
府
市
中
央
１
‐
８
‐
７
）

離
婚
・
相
続
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
、

交
通
事
故
・
損
害
賠
償
、
サ
ラ
金
等
の

消
費
者
問
題
な
ど

※
相
談
員
は
弁
護
士
10
名
、
司
法
書
士
５

名
で
す
。

※
相
談
方
法
は
面
談
の
み
で
す
。

※
お
聞
き
に
な
り
た
い
こ
と
を
ま
と
め

て
、
お
手
元
に
あ
る
関
係
資
料
な
ど
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
電
話
が
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
駐
車
場
の
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
７
２
０
２

要
予
約

要
予
約

要
予
約

予
約
不
要

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

無
料
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オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
が
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
悩
み
や
不
安
を
話
せ
る
場

で
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
認
知
症
を
広
く

正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
専
門
職
も
い
る

た
め
、
介
護
や
認
知
症
に
関
す
る
個
別

相
談
も
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
ミ
ニ
介
護
講
座
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

１
月
９
日
（
木
）

午
前
10
時
～
正
午

恩
賜
林
記
念
館

１
０
０
円
（
飲
み
物
、
お
菓
子
代
）

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

も
の
忘
れ
相
談

１
月
17
日
（
金
）

午
後
３
時
～

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
相
談
室

最
近
忘
れ
や
す
く
な
り
心
配
な
方
や
、

も
の
忘
れ
が
出
て
き
た
方
へ
の
対
応
方

法
ま
で
専
門
医
が
お
話
し
を
伺
い
ま

す
。

◦
申
込
方
法　

　
１
月
14
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま

す
。

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）　

　
☎
32
‐
５
６
０
０

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

１
月
22
日
（
水
）

午
前
の
部　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

甲
州
市
役
所　
１
階　
市
民
会
議
室
Ｂ

年
金
請
求
手
続
き
、
年
金
受
給
者
の
死

亡
に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入
（
納

付
）記
録
の
確
認
や
年
金
額
の
試
算
等
。

※
相
談
時
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
等
）

お
よ
び
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
代
理
人
の
方
が
お
越
し
の
場
合

は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
方
の
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
戸
籍
住
民
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
５
１
７
３

あ
ん
し
ん
相
談

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、
会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、

家
族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か

な
い
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
中
心

と
し
た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

随
時　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◦
申
込
方
法　

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
そ
の
他

　
精
神
保
健
福
祉
士
、
保
健
師
が
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は

精
神
科
医
師
の
対
応
も
可
能
で
す
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

移
転
の
お
知
ら
せ

甲
州
市
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン

タ
ー
か
ら
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

に
移
転
し
ま
し
た
。

◦
連
絡
先

　
☎
44
‐
６
０
０
７　
ＦＡＸ
44
‐
３
０
４
５

不
妊
症
・
不
育
症
の

検
査
費
用
を
助
成
し
ま
す

山
梨
県
で
は
、
不
妊
症
検
査
や
不
育
症

検
査
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
に
よ
り
、
不
妊
症
（
不
育
症
）
検

査
の
早
期
受
診
を
促
す
た
め
、
検
査
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◦
助
成
額

　
検
査
費
用
の
自
己
負
担
分

　
（
上
限
額
２
０
，
０
０
０
円
）

※
保
険
適
用
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
な

お
、
食
事
療
養
費
、
差
額
ベ
ッ
ド
代
、

文
書
料
等
、
直
接
検
査
に
関
係
の
な
い

費
用
は
対
象
外
で
す
。

◦
対
象
と
な
る
検
査

　
令
和
元
年
７
月
１
日
以
降
に
実
施
し
た

不
妊
症
検
査
お
よ
び
不
育
症
検
査

※
夫
婦
両
方
で
受
け
た
検
査
、
夫
婦
の
一

方
の
み
が
受
け
た
検
査
の
ど
ち
ら
も
対

象
で
す
。

◦
申
請
窓
口

　
山
梨
県
峡
東
保
健
所

※
申
請
期
限
な
ど
、
詳
細
は
山
梨
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（「
山
梨

県　
不
妊
検
査
助
成
」
で
検
索
）

問
山
梨
県
子
育
て
政
策
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
２
５

問
山
梨
県
峡
東
保
健
所

　
☎
20
‐
２
７
５
３

不
妊（
不
育
）専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

「
ル
ピ
ナ
ス
」
の
ご
案
内

山
梨
県
で
は
、
不
妊
症
（
不
育
症
）
に

悩
む
夫
婦
等
を
対
象
と
し
て
、保
健
師
、

医
師
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
不

妊
症
（
不
育
症
）
に
関
す
る
電
話
相
談

や
面
接
相
談
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
十
分
配
慮

し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
費
用　
無
料

◦
相
談
方
法

・
電
話
相
談
（
保
健
師
）

　
毎
週
水
曜
日　
午
後
３
時
～
７
時

・
面
接
相
談
（
医
師
）

　
第
２
水
曜
日　
午
後
３
時
～
７
時

・
面
接
相
談
（
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

　
第
４
水
曜
日　
午
後
３
時
～
７
時

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

※
面
接
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
専
用
電

話
で
事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
不
妊
症
（
不
育
症
）
検
査
費
、
特
定
不

妊
治
療
費
な
ど
の
助
成
に
関
す
る
質
問

や
簡
単
な
相
談
は
、
メ
ー
ル
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

◦
専
用
電
話

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
２
２
１
０

◦
メ
ー
ル

　

kosodate@
pref.yam

anashi.
lg.jp

◦
面
接
相
談
場
所

　
山
梨
県
Ｊ
Ａ
会
館　
５
階

　
（
甲
府
市
飯
田
１
‐
１
‐
２
０
）

問
山
梨
県
子
育
て
政
策
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
２
５

予
約
不
要

要
予
約
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

要
予
約
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令
和
元
年
度

甲
州
市
生
涯
学
習
推
進
大
会

◦
テ
ー
マ

　
～
と
も
に
学
び
あ
い
・
と
も
に
ふ
れ
あ

い
・
と
も
に
支
え
あ
い
～

２
月
15
日
（
土
）

午
後
０
時
30
分
～　
開
場

　
午
後
１
時
～　
　
　
開
演

甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

◦
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
子
ど
も
た
ち
の
意
見
発
表
】

・
市
内
小
中
学
生
２
名
の
意
見
発
表

【
童
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

・
童
謡
・
叙
情
歌
の
合
唱

・
若
林
秀
和　
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

◦
主
催　
甲
州
市
生
涯
学
習
市
民
協
議
会

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

弓
道
教
室

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
弓
道
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

原
則
、
１
月
８
日
～
２
月
26
日
ま
で
の

毎
週
水
曜
日
（
全
８
回
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時
15
分

勝
沼
弓
道
場

市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
在
住
の
方

※
初
め
て
の
方
、
再
度
始
め
た
い
方
、
各

５
名
程
度

１
回
３
０
０
円
（
８
回
２
，４
０
０
円
）

　
（
弓
リ
ー
ス
料
、
保
険
代
、
消
耗
品
等
）

◦
申
込
締
切
日　
１
月
４
日
（
土
）

問
山
梨
県
弓
道
連
盟　
甲
州
支
部　
森
岡

　
☎
０
９
０
‐
４
９
５
６
‐
３
０
２
２

甲
州
市
塩
山
テ
ニ
ス
場

か
ら
の
お
知
ら
せ

塩
山
テ
ニ
ス
場
の
効
率
的
な
運
営
と
利

便
性
向
上
の
た
め
、
４
月
１
日
利
用
分

か
ら
、
使
用
単
位
お
よ
び
使
用
料
を
次

の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８

成
年
後
見
制
度

任
意
後
見
制
度
市
民
講
座

「
成
年
後
見
制
度
っ
て
ど
ん
な
制
度
？
」

と
い
う
基
本
的
な
説
明
か
ら
、
手
続
き

方
法
、
申
立
書
の
書
き
方
に
つ
い
て
ご

説
明
し
ま
す
。

　
ご
自
身
の
た
め
、
親
族
の
将
来
の
た
め

に
制
度
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

１
月
28
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
第
３
研
修
室

◦
講
師　
名
取
建
治
司
法
書
士

◦
定
員　
50
名

◦
講
座
内
容

①
知
っ
て
安
心
、
身
近
な
制
度

・
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

・
任
意
後
見
制
度
に
つ
い
て

②
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？

・
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
親
が
心
配

・
障
が
い
の
あ
る
子
の
将
来
が
心
配

③
後
見
申
立
書
の
書
き
方
に
つ
い
て

◦
申
込
締
切
日　
１
月
24
日
（
金
）

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

■利用時間・使用料（令和２年４月１日から）
利用者
区　分 使用単位 ９：００～

１７：００
１７：００～
２１：００

市内在住
または

在勤の方

１面／　
　１時間 ２２０円 ４００円

上記以外
の方

１面／　
　１時間 ６６０円 １, ２００円

※１時間に満たない端数がある場合は、これを１時間
に切り上げます。

甲州市立塩山中学校へ
●３
さんまるかい

０会 さま
甲州市社会福祉協議会へ
●手づくりボランティアつみくさ会 さま
●土橋英雄 さま（上於曽）

「お弁当の日」が
　健やかな子どもを育てる
～食べることは、生きること～
　献立を考えたり、材料を買ったり、
調理したり・・・
　「自分で作って食べる」体験は、
子どもの“生きる力”を育みます。
　この講演会では、そんな子どもの“生きる力”
を育むためのヒントについて学びます。
◦講師　竹下和男 氏
　（子どもがつくる「お弁当の日」提唱者）

１月２２日（水）
午後３時～（受付　午後２時４０分～）
甲州市民文化会館　ホール

◦申込方法
・保護者の方は、学校から配布された申込書に

より各学校のＰＴＡ事務局（教頭）までお申
し込みください。

・一般の方は、電話または健康増進課に設置の
申込書によりお申し込みください。

◦申込締切日　１月１０日（金）
問健康増進課　健康づくり担当
　☎３３ ‐ ７８１２　ＦＡＸ３２ ‐ ３０７２

教育講演会
入場
無料

無
料

参
加
者
募
集

要
申
込
・
無
料
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※塩山駅南口駅前広場工事のため、文化祭
作品展を甲州市民文化会館１階ロビーで
展示しています。

１月７日（火）～２月２日（日）
小・中学生絵画、書道《文化協会長賞》

※月曜日と１月１４日（火）は休館です。
　なお、１月１３日（月・休）は臨時開館します。

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

甲
州
市
の
小
正
月
行
事

甲
州
市
で
は
、
道
祖
神
へ
の
信
仰
が
色

濃
く
残
っ
て
お
り
、
１
月
14
日
を
中
心

に
各
地
区
で
特
徴
あ
る
小
正
月
行
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
古
来
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
民
俗
芸
能

を
、
ぜ
ひ
ご
体
感
く
だ
さ
い
。

◦
一
之
瀬
高
橋
の
春
駒

　
（
山
梨
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

１
月
11
日
（
土
）

午
後
６
時
～

旧
高
野
家
住
宅　
甘
草
屋
敷

笛
・
太
鼓
な
ど
に
よ
る
お
囃
子
と
歌
に

合
わ
せ
た
駒
踊
り
で
構
成
さ
れ
、
道
祖

神
場
や
各
戸
を
巡
り
ま
す
。

　
現
在
は
保
存
会
に
よ
り
、
毎
年
１
月
に

甘
草
屋
敷
を
別
当
宅
（
会
場
）
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◦
藤
木
道
祖
神
祭　
太
鼓
乗
り

　
（
甲
州
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

１
月
12
日
（
日
）

午
後
７
時
～

放
光
寺
駐
車
場

燃
え
上
が
る
ど
ん
ど
焼
き
の
炎
を
挟
ん

で
、
向
か
い
合
っ
た
大
太
鼓
の
上
の
役

者
が
歌
舞
伎
の
名
場
面
を
掛
け
合
い
で

演
じ
ま
す
。

◦
田
野
十
二
神
楽

　
（
山
梨
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

１
月
18
日
（
土
）

午
後
６
時
～

田
野
地
区
公
民
館

明
暦
２
年
頃
、
伊
勢
の
国
か
ら
移
し
た

も
の
と
い
わ
れ
、
そ
の
名
の
通
り
12
の

舞
が
次
々
と
展
開
さ
れ
る
独
特
の
趣
を

持
っ
た
神
楽
で
す
。

問
文
化
財
課　
文
化
財
保
護
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
６

第
29
回
上
条
集
落
見
学
会

重
伝
建
地
区
・
上
条
集
落
を
ご
案
内
し

ま
す
。
当
日
は
道
祖
神
場
の「
オ
コ
ヤ
」

と
、
集
落
の
ど
ん
ど
焼
き
を
見
学
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
す
。

１
月
14
日
（
火
）

午
後
３
時
～
５
時
頃

福
蔵
院
駐
車
場
（
集
合
）

無
料
（
別
途
保
険
料
50
円
程
度
）

◦
申
込
方
法　

　
１
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
課　
歴
史
ま
ち
づ
く
り
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

記
念
物
１
０
０
年
展

記
念
物
（
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物

等
）
保
護
制
度
施
行
１
０
０
周
年
に
あ

た
り
、
文
化
庁
で
は
多
く
の
方
に
記
念

物
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
記
念
物
１
０
０

年
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
参
加
事
業
と
し
て
、
記
念
物

１
０
０
年
展
を
開
催
中
で
す
。

２
月
９
日
（
日
）
ま
で

甲
州
市
民
文
化
会
館　
１
階

　
歴
史
民
俗
資
料
室

◦
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
月
曜
日
休
館
／
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
が
休
館
）

問
文
化
財
課　
文
化
財
保
護
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
６

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト

◎
企
画
展
「
溶
岩
洞
穴
を
め
ぐ
る
信
仰
」

富
士
山
麓
に
点
在
す
る
溶
岩
洞
穴
の
な

か
に
は
、
船
津
胎
内
樹
型
（
富
士
河
口

湖
町
）の
よ
う
に
、信
仰
の
対
象
と
な
っ

た
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
企
画
展
で
は
、
こ
う
し
た
洞
穴
を
め

ぐ
り
展
開
し
た
信
仰
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ま
す
。

１
月
１
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　
～
２
月
24
日
（
月
・
休
）

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

問
調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ

　
☎
０
５
５
５
‐
７
２
‐
２
３
１
４

富
士
山
科
学
研
究
所
イ
ベ
ン
ト

◎
富
士
山
自
然
ガ
イ
ド
～
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
９
～

１
月
11
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

◦
テ
ー
マ　
冬
の
植
物
に
お
け
る「
凍
る
」

と
「
凍
ら
な
い
」

◦
講
師　
種
子
田
春
彦 

氏

　
（
東
京
大
学
大
学
院　
理
学
系
研
究
科
）

◦
定
員　
１
２
０
名

◎
ふ
ゆ
の
お
は
な
し
か
い

１
月
26
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
～
正
午

冬
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
等
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
。（
折
紙
教
室
も
開
催
）

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

問
環
境
教
育
・
交
流
部

　
☎
０
５
５
５
‐
７
２
‐
６
２
０
３

勝沼ぶどうの丘 休館のお知らせ
　館内施設点検のため、下記の期間を全館休館とさせてい
ただきます。お客さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理
解をお願いいたします。
●期間　１月２０日（月）～３０日（木）
※１月１９日（日）は事前準備のため、午後５時閉館予定
　（各施設によって営業時間は異なります）
◎温泉ラウンジ（食事）休館日
　１月２０日（月）～２月６日（木）
◎トンネルワインカーヴ休館日
　１２月２９日（日）～１月５日（日）／１月２５日（土）・
　２６日（日）
問勝沼ぶどうの丘　☎４４ ‐ ２１１１

Gallery市民ギャラリー
JR塩山駅南口

要
申
込

無
料

申
込
不
要
・
無
料
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第１３回 男
み ん な

女で環
わ

になり笑顔のフォーラム２０２０

「健康づくりは まちづくり」
～ソーシャル・キャピタルの醸成と男女共同参画～
2 月 1 日（土）　午後 1 時 30 分～ 4 時
勝沼市民会館 ２階 会議室

　山梨県は健康寿命が日本一！何が素晴らしいかというと、「心身ともに健康でいきいき楽しい人生を
送っている人が多い」ということなのです。健康寿命を延ばす秘訣をこのフォーラムでお教えします。
　男女（みんな）で心身ともにいきいきと楽しい人生について考えましょう。
●男女共同参画川柳表彰式
●第１部
　基調講演　「健康づくりはまちづくり〜ソーシャル・
　　　　　　キャピタルの醸成と男女共同参画〜」

山縣然太朗 氏
（山梨大学大学院  総合研究部医学域  社会医学講座  教授）

●第２部
　寸劇　「地域のみんなで健康寿命を延ばそう！」

・地区活動編
　「女性も組長になる時代 !! 女性ならではの発想で…」
・家庭訪問編
　「女性の視点を活かして…」
★託児サービス　３歳児～未就学児対象
※１月２４日（金）までにお申し込みください。

問甲州市男女共同参画推進委員会事務局（市民生活課内）
　☎３２ ‐ ５５８３

●日程および内容
第１回　講義①「甲州市の歴史・文化」
　　　　2 月 4 日（火）午後１時３０分～
第２回　講義②「甲州市と武田家」
　　　　2 月 7 日（金）午後１時３０分～
第３回　現地研修①
　　　　「武田家ゆかりの寺社を巡る」
　　　　2 月 12 日（水）午後１時３０分～
第４回　現地研修②
　　　　「日本ワインの歴史と宮光園」
　　　　2 月 14 日（金）午後１時３０分～
第５回　現地研修③
　　　　「甘草屋敷とひな飾り」
　　　　2 月 19 日（水）午後１時３０分～
第６回　講義③
　　　　「観光おもてなしガイドとは」
　　　　2 月 21 日（金）午後１時３０分～

●定員　２０名程度
●対象　・市内在住の方
　　　　・観光ガイドに興味がある方
　　　　・外国語が堪能な方
　　　　　（英語、中国語、韓国語ほか）
●申込方法

市役所本庁舎案内窓口または観光商工課に設置
の「甲州市観光おもてなしガイド養成講座受講
申込書」に必要事項を記入の上、持参、FAX、
郵送のいずれかによりお申し込みください。

●申込締切日　１月３１日（金）
※各回とも２時間程度を予定しています。
※受講者の方には詳細な日程表を送付します。
※１回のみの参加も可能です。
※全日程を修了された方には修了証を交付します。
◆お問い合わせ・申込先
　観光商工課　交流イベント担当
　☎３２ ‐ ５０００　FAX ３２ ‐ ５１７４

甲州市観光おもてなしガイド
養成講座　参加者募集 無 料

　甲州市では、四季を通じて訪れる観光客の皆さん
に、市内観光スポットや名所、名跡、歴史・文化、
自然などの説明をしていただくおもてなしガイドを
養成するため、講座を開催します。

絵画提供：井口量太 氏（甲州市在住）

古衣料・古切手・エコキャップの
回収について

　甲州市女性団体連絡協議会は、「男女で環になり笑
顔のフォーラム２０２０」に協賛し、福祉施設に寄託
するため、次の品目を回収します。皆さまのご協力を
お願いします。
　２月１日（土）　午前１１時～午後３時
　勝沼市民会館　１階　ロビー
●回収品目
①衣料　販売できる程度のもの、販売できないが綿が

含まれるもの。
※スーツ、喪服、制服、ジャージ、下着、毛糸製、しみ・

汚れ・傷のある衣料は回収できません。
②古切手　切手の周囲を１㎝程度残し、封筒から切り

取ってください。
③エコキャップ　ペットボトルのキャップ（軽く洗っ

てください）
問甲州市女性団体連絡協議会事務局（市民生活課内）
　☎３２ ‐ ５５８３

入場無料
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★お問い合わせ先★
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

◆市内図書館　年始のお知らせ
●市内４館は１月４日（土）まで年始休館となります。
●市内図書館「本の福袋」貸し出し
・各図書館にて１月５日（日）午前１０時～
・甘草屋敷子ども図書館は午前９時３０分〜
　職員がおすすめする本のセットです。（数量限定）
　なくなり次第終了します。

●勝沼図書館　「新春映画会」
■日時　１月７日（火）『おしりたんてい』
　　　　　　８日（水）内容は来てからのおたのしみ
　　　　午後２時〜
■会場　勝沼図書館　視聴覚室
　申し込みは不要です。時間までに会場へお越しくだ
さい。未就学児は保護者同伴でお願いします。

◆ぶどうとワインの資料展連動企画セミナー
　『明治十年仝十一年中往復記録』を読む
　連続講座　　物語はいよいよ終盤・・・
■日時　第１２回　１月１９日（日）午後２時～
　　　　第１３回　２月１６日（日）午後２時～
　　　　第１４回　３月１５日（日）午後２時～
■会場　勝沼図書館　視聴覚室
■講師　小野正文 氏（甲州市文化財課文化財指導監）
※参加申込は勝沼図書館まで

◆まーの・あ・まーの　手話のお話会
■日時　２月１日（土）午前１０時３０分～
■会場　勝沼図書館　児童コーナー
★冬の絵本をつかった手話の読み聞かせとアニマシオ
　ンを行います。
■対象　どなたでも
※お問い合わせは勝沼図書館まで

◆甲州市立図書館巡回展
　「撮れたて野菜」写真展
　甲州市出身の農業カメラマン・網野文絵氏の写真展
です。
■会場・会期
・甘草屋敷子ども図書館
　１月５日（日）～３月１日（日）
・勝沼図書館　
　２月７日（金）～２７日（木）

◆山梨むかしがたりの会　公演
　聴いておくんなって「きさらぎ＊昔語りの会｣
■日時　２月１日（土）
　　　　開場　午後１時〜／開演　午後１時３０分～
■会場　甲州市民文化会館　３階　第２研修室　　
■対象　お子さん～一般の方まで
■出演　山梨むかしがたりの会きしゃごグループ
※お問い合わせは塩山図書館まで

◆図書館雑誌スポンサー制度について図書館の雑誌オーナーになりませんか？
　図書館資料の充実と利用者サービス向上のため、図書館の雑誌購入代金を負担していただくことで、最新号のカバー
と雑誌書架へ広告表示ができ、利用者にＰＲできる制度です。
※詳細は甲州市立図書館ホームページをご覧ください。　http://www.lib-koshu.jp/

　警察では、事件・事故などの緊急事案の早期解決を目的として、
１（いち早く）、１（いそがず慌てず）、０（れい静に）

を合言葉に、２４時間体制で１１０番通報に対応しています。
　受理担当の警察官が通報内容を聞きながら、同時に別の警察
官が管轄する警察署やパトカーなどに指令を出し、現場に急行
させますので、落ち着いてお話しください。
１１０番は緊急通報ダイヤルです。

　緊急性のない１１０番通報は、真に緊急性のある１１０番通報対応の支障
となります。
　落とし物や運転免許証の更新手続き等に関するお問い合わせは、日下部警
察署、最寄りの交番・駐在所または警察本部総合相談室「♯９１１０（♯が
利用できない場合は０５５－２３３－９１１０）」までお願いします。

１月１０日は、１１０番の日です

１１０番通報の適正利用に、ご理解ご協力をお願いします。



農業用ハウス
雪への備えはできていますか？
　降雪に備え、パイプハウス等の点検、補修、降雪
時の加温を確実に実施し、適切に管理しましょう。
　また、災害対策には農業保険への加入が基本です。
万が一の場合に備え、農業保険（園芸施設共済、収
入保険）に加入しましょう。

問山梨県農業共済組合（ＮＯＳＡＩ山梨）
　中央支所　　　　　　　　　☎２２‐５０５６
問農林振興課　果樹農林担当　☎３２‐５０９２
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〒４０４‐８５０１　山梨県甲州市塩山上於曽１０８５番地１　☎０５５３‐３２‐２１１１　ＦＡＸ０５５３‐３２‐１８１８　ホームページアドレス／ http://www.city.koshu.yamanashi.jp　メールアドレス／ info@city.koshu.yamanashi.jp
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問政策秘書課　秘書・広聴広報担当　☎３２ ‐ ５０６３

※
広

報
紙

を
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

　
や

タ
ブ

レ
ット

で

子どもから
大人まで
どなたでもＯＫ！
記念に素敵な
スマイルを
掲載して
みませんか？

甲州市にあふれる笑顔（スマイル）大募集 !!

人口と世帯 （2019.12.1現在）
（　）内は前月比 人口 31,267人（−53）　男 15,133人（−20）　女 16,134人（−33）　世帯数 13,121世帯（−7）

凍結から水道管を守りましょう!
凍結させないために・・・
＊屋外にある蛇口に保温材や電熱線を巻くなど、水道
管を保温しましょう。

＊メーターボックス内に布や発泡スチロールを入れて、
メーター器を保温しましょう。

＊長期間不在になるときは、水抜き栓を操作して水道
管の中の水を抜きましょう。

＊他の対策ができないときは、少量の水を出すことで
凍結防止ができます。

　（水量に応じて水道料金も増加しますので、ご注意ください）

もし凍結してしまったら・・・
＊水道管が凍結・破損したときは、甲州市指定水道工事
業者に修理を依頼してください。

　（工事業者一覧表は、甲州市ホームページをご覧ください）

※熱湯をかけると、
　　　　水道管が破損する危険あり!
※熱湯をかけると、
　　　　水道管が破損する危険あり!

問上下水道課　☎３２‐２１１１

明けましておめでとうございま
す。今年もたくさんの人に愛さ
れますように♡

（広瀬楓斗くん・下塩後）

６ヵ月おめでとう！元気で笑顔
いっぱい、すくすく成長します
ように☆

（赤池佑葵ちゃん・上於曽）

謹賀新年。我が家のかわいい怪
獣兄弟！今年も笑顔が溢れます
ように3
（左から米波琉夏くん、
碧希くん・上於曽）

勝沼ぶどうの丘「天空の湯」～入浴回数券を販売します～
　１月からの入浴料金改定に伴い、回数券を販売します。
①入浴回数券（１１回券）　■対象：市内在住の中学生以上の方
②ことぶき入浴回数券（１２回券）　■対象：市内在住の７０歳以上の方
●販売金額　　４, ５００円（１０回分の金額です）
●販売開始日　１月１日（水・祝）～
●有効期限　　購入日から１年間
※購入時には、氏名、住所、生年月日が確認できるものをご持参ください。
問勝沼ぶどうの丘　☎４４ ‐ ２１１１

塩山下於曽 1541-1
（塩山バイパス通り）

10：00〜19：00（水曜定休）

☎３２–１３２５ P有
昭和堂  時計・メガネ・宝飾・補聴器


